
 

民生部門での温暖化防止のために、環境技術の普及や生活の
中での有効な環境配慮の知識を、学校へ通う子ども達だけで
なく地域全体の大人達も含めて広げていく事業です。 

 

この事業を進めていく上での 
ソフトの支援サポートを行います。 
学校毎のエコ改修方法の検討や技術者研修のため
の環境建築研究会の実施、建物を利用した環境教
育を行うことなどは、初の試みです。こうした事
業をスムーズに進めていくために、研究機関や大
学、企業の協力のもと、ソフトの支援サポートを
提供できるように体制を整えています。 

　（1）研究会プログラム作成及び支援。 
　（2）研究会・授業・講師手配。 
　（3）教材の貸し出し。 
　（4）サポート人材の派遣。　 

 

持続可能な社会をつくっていくためには、国民、民間団体、事業者、行政等の各主体が自ら進んで行う環境保全活
動が大切です。一人一人の環境についての理解を深め、取組を進めることができるよう、環境教育を推進し、環境
保全活動を促進するための、新しい法律が「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」です。
この「学校エコ改修と環境教育」事業は、この法律に基づく基本方針に即して実施するものです。 

環境省 

 

児童、先生、地域住民への環境教育
の効果や地域の技術者のスキルアッ
プで、地域全体で省エネルギーなど
を促進します。 

■ 
そして、経済は活性化してもエネル
ギー消費の増えないエコ市場が主流
の「環境と経済の好循環社会」を目
指します。 

エコ改修工事の計画段階から、教材
として活用し、地域における環境建
築を担える建築関連技術者を育成し
ます。 

■ 
エコ改修された学校は、子ども達へ
の環境教育だけでなく、地域住民な
どが省エネルギーで快適な暮らし方に
ついて学ぶ、環境教育の場とします。 

校舎のエコ改修を行うことで、建物
の性能を向上させ、子ども達の学習
環境をエネルギー負荷をあげること
なく改善します。 

■ 
耐震補強、現代教育にあった間取り、
長く使える校舎とすることで、ライ
フサイクルCO2を抑制し、解体に
よる建築廃棄物を削減します。 
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公立小中学校非木造建物の経年別保有面積（全国、校舎・屋体・寄宿舎の計）　平成15年5月1日 

子ども達の学習環境を現代の教育の 
在り方にあわせた内装に改善します。 

建物を長く使用するために、耐震補強や劣化の改修、現代求めら
れる教育方法に見合った間取りへの変更を行うことで、今後、長
い年月使用に耐えうる校舎とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

建替サイクルを伸ばし、建設時に発生するCO2 
を削減し、ライフサイクルCO2を抑制します。 

 
 

１校新築で、５校の改修 

スクラップアンドビルドから、ストックの時代。 
児童数の増えた高度成長期の建物がそろそろ、こぞって建て
替え時期を迎える中、財政問題から建て替えが進まない自治
体が多いのが現実。校舎一校の減価償却費は10年間分で5億
から7億円とも計算されます。それを考えれば、少しまとまっ
た費用で改修を行っても、10年延命化出来れば元が取れ、
20年延命化できれば、大幅に経済的と言えます。大規模エコ
改修も、決して費用対効果の悪いものではありません。 

＜鉄筋コンクリート校舎の建設CO2排出量＞ 
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環境教育の実例〈足立区立中島根小学校〉 

緑化を題材に、住宅の環境改善を学ぶ２ 

「みんなで植え付けた。」 

でも、もっとすごいことがわかる。 

「理科の観察もした。」 「採って給食で食べた。」 

壁面緑化を使って植物観察 

環境教育の実例〈足立区立中島根小学校〉 

体感実験を行って、住宅の環境改善を学ぶ１ 

体感実験を通して、暑さの元＝輻射熱を知る。 

涼しくするヒントは、風、水、… 

すだれ実験 

霧吹きで濡らすと、熱くなくなる。 

ゲストティーチャーを招いて 

「体感セミナー」 

環境教育の実例〈足立区立中島根小学校〉 

体感実験を行って、住宅の環境改善を学ぶ２ 

木陰。 
建物の裏の風の通るところ。 
昇降口の冷えたコンクリートの上。 
… 

照明を消そう。 
カーテンを濡らそう。 
屋上に水撒きしてみよう。 
… 

体感セミナーで学んだことを生かして 

「涼しいところを探そう」 
教室はとても暑い。でも、できるかもしれない。 

「涼しさをつくってみよう」 

 

環境教育の実例〈足立区立中島根小学校〉 

学んだことの発表会 

家の人に手伝ってもらって、ベランダ改造をした。 

すだれや打ち水をして、温度変化を調べた。 

旅先で、屋上散水している家を大発見した。 

… 

快適な住まいのアイデアをみんなで出しあった。 

設計図を描いた。 

家の模型を、班で力を合わせて作った。 

… 

夏休みの宿題 

「涼しさづくり新聞」 

学習発表会 

「快適な住まい」 

 

 

～自ら環境教育を体験し、子供達への教育を検討する～ 環境教育研究会 

環境工学入門講座＋ワークショップ 

「私たちを取り巻く環境要素」 
講師：宿谷昌則（武蔵工業大学） 

「数字」と「数値」の違い… 
頭でわかったことと身体を通してわかったことでは、後の行動に違いができる。 
周辺を体感で予測した後、実際に測定する。 
予測と実測との違いを分析すると、さまざまなことがわかる。 

空気（温度・湿度）、放射温度、日射温度（昼光照度）、CO2濃度、風速、騒音 
 

環境教育の実例〈足立区立中島根小学校〉 

緑化を題材に、住宅の環境改善を学ぶ１ 

　　　緑のカーテンの熱画像 

「ここだけ、なぜ、涼しいの？」 

そして、涼しさをつくる授業が始まる。 


